













各 物 井 の基 底 状 態 につ い て詳 し く調 べ る と と もに､ 系 全 体 に
わ た り混 成効 果､が変 化 す る要規 を究 明 した｡ そ の主 な結 果 と
して､
1)CePdSn.CePtSn.CePdGa,CePtGaは反 強 泣 性 転移 を持 ち､
混 成効 果 が小 さ い た め高 漉 度近 藤 状 態 を示 す物 質 とな って い
る｡ 更 に この 反 映 と して､ 4f電 子 が 十 分 局在 的 で あ る ため 結
晶場 効 果 に よ り基 底 状 態 は二重 項 と な っ て い る こ とが わ か っ
た｡ CeⅣiSnは ギ ャ ップ を もつ価 数 揺 動 物 質 で あ り強 い混成 効
果 が起 こって い る こ とが わ か っ た｡
2)Xを固定 し､ Tを変 化 させ た場 合 の 混 成 効 果 の通 い は､ 単
位 胞 体 積 を基 に した IJIの変化 に よ る近 藤 効 果 とRKKY相 互 作
用 の競 合 に よ り説 明 で き る ことが わ か っ た｡
3)Xを変 化 した場 合 は､ 混成 効 果 はSnとGaのS.p電 子 数 の遠





･温度TCをもつが､ x王0･125は 0.05)を中心 としてT.に著 しい低下が
見 られる｡･それ と同 じ組成のxの範囲に約200Kでの正方晶 (TltT)相か
ら斜方届 (OAIT)相への転移に加えて､ 更 にTd2≦70KでOMTか ら正方晶
tTLT)相への構造転移が起 こることが､ X線回折測定によ り兄いだ
された. これ らTiT.ONT.TLTは､ 結晶を構成 している鋼 と酸素の八
面体CuOoの傾 きが微妙に異なる. また x～0.12で種 々の輸送現象や
磁性などに60K付近 に異常な振舞いが観測 されている｡ CuO.八面体
の傾 きの微妙 な通 いが超伝串や常伝導の輸送現象に､ なぜ この様に
大 き_な影響 を与 えるのか. LBCOにおいて超伝導 とTLT相 との関係を
明 らかにすることは､ 未解明である高温超伝導発現機構を解 き明か
す大 きなヒントになる と期待される.
そこで､ x～0･125､ T～607(で起 こっている電子状態の変化 と 構造
の変化 との因果関係 を明 らかにするため､ キャI)ア濃度xを0.125に固定
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し､ Baをィ.ilJ串径の通 うSrに置換 してい く系 La2-xBax-,Sr,C･JO<(T./B
sco)について､ 低温での X線回折測定､ 電気 ｡磁気抵抗率､ 磁化
率および比熱 の測定 を行 った. そ 80
の結果得 られた相図を示す. LBCO
同様､ TLT相 の出現 と超伝導性の
抑制は相関があること､ またy≠0
においてyの増加 に伴い､ X線回
折測定で得たTd2や 比熱 制 定で得 壬も｡
たThが急激に低下 するのに対 し､ -
電気砥坑率や磁化率 には T42に相
応する振舞いをみせ ていない極小
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1. n一高級アルコール (β相)の構造解析
2. 光フアイノギスペ ックルの温度特性
3. へブタデカノールの誘電測定
4. 凸平面空間の有限要素法的手法による照明モデル解析
5. 円形及び変形導波路とマッチ トフィルタによるモードの選択
6. KN03の相転移のⅩ線による研究
7. イジングモデルのモンテカルロ法専用計算機
8. Andreevscatteringatasuperconducting一mOrmalboundarywithfinite
reflectioncoefficient
9. Selトconsistentcalculationofsupercurrentthroughsuperconducting
JunCtions
10. DyRu2Si2単結晶の磁性
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